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令和８年竹田市農業委員会第９回総会議事録 

 

１．日 時 令和８年８月７日（金） 午前１０時００分 ～ 午前１１時８分 

  

２．場 所 竹田市役所 ３階委員会 

 

３．出席委員 １３名 

１番 佐藤 孝誠 ２番 甲斐 秀一 ３番 荒巻 秀光 ４番 改木 謙士 ５番 本郷 敦子 

６番 髙須 礼治 ７番 猪 九州男 ８番 荒井 一男 ９番 清松 輝見 10番 須藤  武 

11番 髙須 圭二  12番 阿南 文明 13番 坂本 大蔵 

 

４．欠席委員 ０名 

 

５．農業委員会事務局職員 

事務局長：佐藤哲也 事務局次長：馬場勇二  主幹兼係長：伊藤慎弥 専門員：佐藤俊郎 

  農政課主査：工藤大夢  

 

６．議事 

議案第４６号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定に基づく農用地利用集積等促進

計画案に対する農業委員会の意見について ２９件 

議案第４７号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定に基づく農用地利用集積等促

進計画の要請について（大分県農業農村振興公社から所有権移転） １件 

議案第４８号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について １１件 

議案第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について ２件 

議案第５０号 非農地証明について ５件 

 

会長 

あいさつ 

 

局長 

只今の出席委員数は１３人で定足数に達しています。 

（１０時００分） 

議長 

只今から、令和８年竹田市農業委員会第９回総会を開会いたします。本日の議事日程は、タブレットに配信し

てあります日程表により運営いたしますのでご了承願います。それでは審議にはいります前に議事録署名委員

の指名を行います。議事録署名委員は３番 荒巻秀光委員、４番 改木謙士委員の両名を指名いたします。 

報告事項について、事務局より報告をお願いします。 
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事務局 

 報告第１５号について報告します。農地法第３条許可処分の取消し願いの提出が１件ありましたので報告し

ます。続いて報告第１６号について報告します。農地法第１８条第６項の規定による農地の合意解約の通知が

３件ありましたので報告します。続いて報告第１７条について報告します。農地法第１８条第６項の規定によ

る中間管理事業にかかる農地の合意解約が１件ありましたので報告します。 

 

議長 

 報告事項について質問等ありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

 ないようですので、これで報告事項を終了いたします。 

 

議長 

次に議案の上程を行います。 

議案第４６号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定に基づく農用地利用集積等促進

計画案に対する農業委員会の意見について ２９件 

議案第４７号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定に基づく農用地利用集積等促

進計画の要請について（大分県農業農村振興公社から所有権移転） １件 

議案第４８号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について １１件 

議案第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について ２件 

議案第５０号 非農地証明について ５件 

以上４８案件を本日の議案として提案いたします。 

 

議長 

議案第４６号 農用地利用集積等促進計画案に対する農業委員会の意見についてを議題といたします。議案の説

明を事業担当課の農政課に求めます。 

 

農政課 工藤主査 

議案第４６号は農地中間管理事業により土地所有者である貸出人から大分県農業農村振興公社を介し、借り受け

人へ権利の設定を行うものです。 

貸付調書１ページ、１番の案件は、認定農業者である○○○○へ、４ケ月間の賃貸借による権利の設定です。選

定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２ページ、２番の案件は、認定農業者である○○○○へ、１年４ケ月間の賃貸借による権利の設定で

す。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書３ページ、３番の案件は、認定農業者である○○○○へ、４年間の使用貸借による権利の設定です。選
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定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書４ページ、４番の案件は、○○○○から○○○○へ、５年間の使用貸借による権利の設定です。選定理

由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書５ページ、５番の案件は、○○○○から、認定農業者である○○○○へ、５年間の使用貸借による権利

の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書６ページ、６番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、５年間の賃貸借による権利の設

定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書７ページ、７番の案件は、２人の貸出人から認定農業者である○○○○へ、５年６ケ月間の賃貸借によ

る権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書８ページ、８番の案件は、３人の貸出人から認定農業者である○○○○へ、５年６ケ月間の賃貸借によ

る権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書９ページ、９番の案件は、○○○○から○○○○へ、５年間の使用貸借による権利の設定です。選定理

由は「当該農地に係る農業を担う者ではないが、市町村が地域計画の達成に資すると認めるもの」です。 

貸付調書１０ページ、１０番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、１０年間の賃貸借による権

利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１１ページ、１１番の案件は、３人の貸出人から認定農業者である○○○○へ、７年１１ケ月間の賃貸

借による権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１２ページ、１２番の案件は、３人の貸出人から○○○○へ、９年４ケ月間の賃貸借による権利の設定

です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１３ページ、１３番の案件は、認定農業者である○○○○へ、７年１１ケ月間の賃貸借による権利の設

定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１４ページ、１４番の案件は、認定農業者である○○○○へ、７年１１ケ月間の賃貸借による権利の設

定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１５ページ、１５番の案件は、認定農業者である○○○○へ、７年１１ケ月間の賃貸借による権利の設

定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１６ページ、１６番の案件は、○○○○から○○○○へ、５年間の使用貸借による権利の設定です。選

定理由は「当該農地に係る農業を担う者ではないが、市町村が地域計画の達成に資すると認めるもの」です。 

貸付調書１７ページ、１７番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、５年間の賃貸借による権利

の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者ではないが、市町村が地域計画の達成に資すると認めるも

の」です。 

貸付調書１８ページ、１８番の案件は、○○○○から○○○○へ、５年間の使用貸借による権利の設定です。選

定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書１９ページ、１９番の案件は、２人の貸出人から認定農業者である○○○○へ、、５年間の賃貸借によ

る権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者ではないが、市町村が地域計画の達成に資すると認

めるもの」です。 
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貸付調書２０ページ、２０番の案件は、○○○○から○○○○へ、５年間の賃貸借による権利の設定です。選定

理由は「当該農地に係る農業を担う者ではないが、市町村が地域計画の達成に資すると認めるもの」です。 

貸付調書２１ページ、２１番の案件は、○○○○から認定新規就農者である○○○○へ、５年間の賃貸借による

権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２２ページ、２２番の案件は、○○○○から認定新規就農者である○○○○へ、５年間の使用貸借によ

る権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２３ページ、２３番の案件は、○○○○から○○○○へ、１０年間の使用貸借による権利の設定です。

選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２４ページ、２４番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、５年間の賃貸借による権利

の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２５ページ、２５番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、５年間の賃貸借による権利

の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２６ページ、２６番の案件は、○○○○から認定農業者である○○○○へ、１０年間の賃貸借による権

利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２７ページ、２８ページ、２７番の案件は、○○○○から○○○○へ、１０年間の使用貸借による権利

の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書２９ページ、２８番の案件は、○○○○から認定新規就農者である○○○○へ、５年間の賃貸借による

権利の設定です。選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。 

貸付調書３０ページ、２９番の案件は、○○○○から○○○○へ、１０年間の使用貸借による権利の設定です。

選定理由は「当該農地に係る農業を担う者である」です。以上です。 

 

議長 

只今、議案第４６号について担当課かから説明がありましたが、ご意見、ご質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

ないようですので質疑を終結いたします。議案第４６号について、これを承認することにご異議のない方は

挙手をお願いいたします。 

 

議長 

全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。よって議案第４６号 農用地利用集積等促進計画案に対

する農業委員会の意見については、これを承認することに決定します。 

 

議長 

ここで休憩いたします。農政課は退席してください。ありがとうございました。 

（１０時３２分） 
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議長 

続いて議案第４７号 大分県農業農村振興公社から所有権移転を受ける農用地利用集積等促進計画の要請に

ついてを議題といたします。１番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４７号の１番の案件は、公益社団法人大分県農業農村振興公社から認定農業者である○○○○へ、申

請地の竹田市久住町大字白丹字下泉○○○○ 外２筆 田３筆 合計面積７，０３７平方メートルを農地中間

管理事業の推進に関する法律に基づき所有権移転するものです。譲受人の経営規模は、６，６３２平方メート

ルです。 

 

議長 

１０番 須藤武委員に調査報告をお願いします。 

 

１０番 須藤武委員 

議案第４７号の１番の調査報告をいたします。譲受人の労力は３人です。農機具は、トラクター４台、コン

バイン１台、田植機１台、その他マニアスプレッダーを所有しており、経営は、稲作と畜産経営、畜産の方は

３３頭でありましたが、異動がありますので当日確認したら３０頭で特に問題ありませんでした。農地全部の

効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的

な利用の確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可

に相当すると考えます。 

 

議長 

只今、議案第４７号について、担当委員による説明がありましたが、ご意見、ご質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

ないようですので質疑を終結いたします。議案第４７号について、これを承認することにご異議ない方は、

挙手をお願いいたします。 

 

議長 

全員挙手でありますので、ご異議ないものと認めます。よって、議案第４７号 大分県農業農村振興公社か

らの所有権移転にかかる農用地利用集積等促進計画の要請については、これを承認することに決定します。 

 

議長 

続いて議案第４８号 農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。１番の説明
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を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の１番の案件は、譲渡人○○○○から譲受人○○○○へ、申請地の竹田市大字戸上字田頭○○

○○ 外１筆 畑２筆 合計面積２，０２１平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は１

４，０９３平方メートルです。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

議案第４８号の１番の調査報告をいたします。譲受人の労力は２人です。農機具は、トラクター３台、耕う

ん機２台を所有しており、野菜中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込ま

れます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よっ

て、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて２番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の２番の案件は、譲渡人○○○○から認定農業者である譲受人○○○○へ、申請地の竹田市大

字小塚字大原○○○○ 外５筆 畑６筆 面積２５，０１０平方メートルを所有権移転するものです。譲受人

の経営規模は２５，７６７平方メートルです。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

議案第４８番の２番の調査報告をいたします。譲受人の労力は３人です。農機具は、トラクター７台、耕う

ん機１台を所有しており、野菜中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込ま

れます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よっ

て、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて３番の説明を事務局に求めます。 

  

事務局 



- 7 - 

 

議案第４８号の３番の案件は、譲渡人○○○○から認定新規農業者である○○○○へ、申請地の竹田市大字

小塚字萱下シ○○○○ 畑１筆 面積４，３０３平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模

は１４，４４７平方メートルです。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

議案第４８号の３番の調査報告をいたします。譲受人の労力は４人です。農機具は、耕うん機２台、その他

運搬車６台を所有しており、野菜中心の法人で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込

まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よっ

て、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて４番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の４番の案件は、譲渡人○○○○から譲受人○○○○へ、申請地の竹田市大字市用字市用津留

○○○○ 田１筆 面積３，５４７平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は９，４８１

平方メートルです。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

議案第４８号の４番の調査報告をいたします。譲受人の労力は１人です。農機具は、草刈機２台を所有して

おり、稲作中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件のすべて

を充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて５番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の５番の案件は、譲渡人○○○○から譲受人○○○○へ、申請地の竹田市荻町南河内字仲村○

○○○ 外２筆 田３筆 合計面積２，７６５平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は

５，４１６平方メートルです。 
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議長 

８番 荒井一男委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 荒井一男委員 

議案第４８号の５番の調査報告をいたします。譲受人の労力は２人です。農機具は、トラクター１台、コン

バイン１台、田植機１台、耕うん機１台を所有しており、稲作中心の農家であります。農地全部の効率的な利

用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の

確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当す

ると考えます。 

 

議長 

続いて６番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の６番の案件は、譲渡人○○○○から認定農業者である譲受人○○○○へ、申請地の竹田市荻

町高城字上ノ久保○○○○ 外１筆 田２筆 合計面積１，７３７平方メートルを所有権移転するものです。

譲受人の経営規模は１０９，９６６平方メートルです。 

 

議長 

８番 荒井一男委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 荒井一男委員 

議案第４８号の６番の調査報告をいたします。譲受人の労力は４人です。農機具は、トラクター８台、田植

機１台を所有しており、稲作と野菜中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見

込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて７番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の７番の案件は、譲渡人○○○○から 譲受人○○○○へ、申請地の竹田市久住町大字添ケ津

留字矢形木○○○○ 畑１筆 面積３，２４５平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は

１３，８１３平方メートルです。 

 

議長 
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１０番 須藤武委員に調査報告をお願いします。 

 

１０番 須藤武委員 

議案第４８号の７番の調査報告をいたします。譲受人の労力は１人です。農機具は、トラクター１台、コン

バイン１台、田植機１台を所有しており、稲作中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事す

ることが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思

われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて８番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の８番の案件は、譲渡人○○○○から 譲受人○○○○へ、申請地の竹田市久住町大字仏原字

宮田○○○○ 田１筆 面積２，９７４平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は申請地

のみの２，９７４平方メートルです。 

 

議長 

４番 改木謙士委員に調査報告をお願いします。 

 

４番 改木謙士委員 

議案第４８号の８番の調査報告をいたします。譲受人の労力は５人です。農機具は、溶液かん水装置２台、

ロボット除草機１台、台車４台と現在のところなっております。野菜中心の農家であり、農地全部の効率的な

利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用

の確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当

すると考えます。 

 

議長 

続いて９番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の９番の案件は、譲渡人○○○○から 譲受人○○○○へ、申請地の竹田市久住町大字仏原字

宮田○○○○ 田１筆 面積９，１１３平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経営規模は申請地

のみの９，１１３平方メートルです。 

 

議長 

４番 改木謙士委員に調査報告をお願いします。 
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４番 荒井一男委員 

議案第４８号の９番の調査報告をいたします。譲受人の労力は５人です。農機具は、溶液かん水装置２台、

ロボット除草機１台、台車４台を所有しており、野菜中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時

従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じな

いと思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて１０番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の１０番の案件は、譲渡人○○○○から 譲受人○○○○へ、申請地の竹田市直入町大字長湯

字松ノ元○○○○ 外１筆 畑２筆 合計面積７，２２６平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の

経営規模は６，８４２平方メートルです。 

 

議長 

２番 甲斐秀一委員に調査報告をお願いします。 

 

２番 甲斐秀一委員 

議案第４８号の１０番の調査報告をいたします。譲受人の労力は４人です。農機具は、トラクター２台、飼

料収穫作業機ですが、モアー、テッダ、ロールベーダー、ラッピングマシーン、グローブ、タイヤローダー及

びマニアスプレッダーを所有しており、畜産経営中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事

することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと

思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて１１番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４８号の５番１１の案件は、譲渡人○○○○から 譲受人○○○○へ、申請地の竹田市直入町大字長

湯字芋ケ迫○○○○ 外１筆 田２筆 合計面積８０８平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の経

営規模は１０，９４６平方メートルです。 

 

議長 

２番 甲斐秀一委員に調査報告をお願いします。 

 

２番 甲斐秀一委員 

議案第４８号の１１番の調査報告をいたします。譲受人の労力は１人です。農機具は、トラクター１台、そ
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の他草刈機２台を所有しており、稲作中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが

見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われま

す。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

只今、議案第４８号について、担当委員による報告がありましたが、ご意見、ご質疑はありませんか。 

 

議長 

 ６番 髙須礼治委員 

 

６番 髙須礼治委員 

 ４番について確認いたします。贈与になっていますが、農地法上における贈与と相続は別物と考えるもので

すか。 

 

事務局 

 お答えいたします。相続の場合は、亡くなった場合は相続となります。生前の場合は贈与の方になります。 

 

６番 髙須礼治委員 

 生前贈与の場合も名義を変える申請を農業委員会にするのですか。 

 

事務局 

 贈与の場合は、農地法上の許可が必要になりますので、３条の申請をしていただいて所有権の移転となりま

す。 

 

議長 

他にご質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

ないようですので質疑を終結いたします。議案第４８号について、これを許可することにご異議ない方は挙

手をお願いします。 

 

議長 

全員挙手でありますので、ご異議ないものと認めます。よって、議案第４８号 農地法第３条第１項の規定

による許可申請については、これを許可することに決定します。 

 

議長 
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続いて、議案第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。１番の説

明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４９号の１番の案件は、申請地 竹田市久住町大字久住字西山田○○○○ 外１４筆 田１５筆 合

計面積９，５６３平方メートルです。この申請地は農用地区域外の農地で、圃場整備等 農業公共投資の対象

となっていない小集団の生産性の低い第２種農地です。転用目的は杉１，９１０本を植林して、山林用地とし

て管理する計画です。雨水は現状と同じく自然浸透する計画です。転用に要する費用は、１，３３３，１２３

円を見込んでおり、それに見合った金融機関の貯金通帳の写しが添付されています。森林組合の苗木の予約受

付期間が６月から１２月で、許可後に発注を行います。その後、令和９年３月に苗木が届くため令和９年３月

１日から４月３０日までを予定して、植付と獣害対策のネット張りを行い、転用は確実と認められます。 

転用許可基準は、「申請に係る農地に変えて周辺の他の土地を供することにより当該申請に係る事業の目的

を達成することができない場合」に該当すると考えられます。 

 

議長 

 ７番 猪九州男委員に調査報告をお願いします。 

 

７番 猪九州男委員 

 現地確認の結果、周辺農地への日照等に支障を及ぼすおそれがなく、計画を実施できることが確実と認めら

れるため、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

続いて２番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第４９号の２番の案件は、申請地 竹田市直入町大字上田北字水ケ迫○○○○ 田１筆 面積３，４２

２平方メートルのうち１，０９６平方メートルです。この申請地は農用地区域内の田ですが、令和７年１０月

２３日付で、農業用施設用地に用途変更しております。転用目的は畜舎用地です。転用者は、市内に居住する

認定農業者の畜産農家の孫で、自宅近くにおいて家族で肉用牛の経営をしています。今回、規模拡大のため竹

田市畜産生産振興対策事業の承認を受け、祖父の農地に新たに畜舎の建築を計画したものです。排水は自然浸

透する計画で、転用行為は令和９年３月３１日までを予定しています。また、隣接農地所有者の承諾書も添付

されています。転用に要する費用は、１４，８８９，０８１円で、それに見合った補助金交付決定通知書と金

融機関の残高証明書が添付されています。 

転用許可基準は、「農用地利用計画において指定された用途に供するために行われるものであること」に該

当すると考えられます。 

 

議長 
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 ２番 甲斐秀一委員に調査報告をお願いします。 

 

２番 甲斐秀一委員 

現地確認の結果、周辺農地への日照等に支障を及ぼすおそれがなく、計画を実施できることが確実と認めら

れるため、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

 只今、議案第４９号について、担当委員による報告がありましたが、ご意見、ご質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

 ないようですので質疑を終結いたします。議案第４９号について、これを許可することにご異議ない方は挙

手をお願いします。 

 

議長 

全員挙手でありますので、ご異議ないものと認めます。よって、議案第４９号 農地法第５条第１項の規定

による許可申請については、これを許可することに決定します。 

 

議長 

続いて議案第５０号 非農地証明について、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の証明願が

提出されましたので、証明書を発行してよいか意見を求めます。 

 

議長 

１番の案件について、事務局に説明求めます。 

 

事務局 

議案第５０号１番の案件は、申請者○○○○が、申請地 竹田市大字片ケ瀬字北赤根河○○○○ 外３筆 

登記地目 田４筆 合計面積２，１０３平方メートルを非農地申請したものです。申請地は、水力発電施設管

理のために取得した土地であり、今回地目変更登記手続きのため申請するものです。現況は水力発電施設管理

用地となっています。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

１番の案件の調査報告をいたします。現地確認の結果、現況は水力発電施設管理用地となっています。現状

からみて、農地への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 
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議長 

続いて２番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 

議案第５０号２番の案件は、申請者○○○○が、申請地 竹田市大字平田字柿木○○○○ 外３筆 登記地

目 田３筆 畑１筆 合計面積３，７５５平方メートルを非農地申請したものです。○○○○は、平成１３年

に転用許可を受け宅地及び進入路としていましたが法務局で地目変更登記をしていませんでした。その他は、

平成８年に亡き夫が相続しましたが、獣害等で農地としての管理ができなくなり現況は原野となっています。 

 

議長 

１２番 阿南文明委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 阿南文明委員 

２番の案件の調査報告をいたします。現地確認の結果、現況は宅地、原野になっています。現状からみて、

農地への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

続いて３番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 

議案第５０号３番の案件は、申請者○○○○が、申請地 竹田市大字次倉字長迫○○○○ 外６筆 登記地

目 畑７筆 合計面積１，６２１平方メートルを非農地申請したものです。○○○○は、亡き父が高齢化によ

り耕作できず放置したので、現況は原野となっており、その他は平成１０年に土地改良でできた残地で、現況

は雑種地、原野となっています。 

 

議長 

８番 荒井一男委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 荒井一男委員 

３番の案件の調査報告をいたします。現地確認の結果、現況は雑種地、原野になっています。現状からみ

て、農地への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

続いて４番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 
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議案第５０号４番の案件は、申請者○○○○が、申請地 竹田市荻町馬場字岩戸○○○○ 登記地目 畑１

筆 面積３，０４９平方メートルを非農地申請したものです。申請地は、亡き父が昭和６１年頃ヒノキを植林

し、現況は山林となっています。 

 

議長 

８番 荒井一男委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 荒井一男委員 

４番の案件の調査報告をいたします。現地確認の結果、現況は山林になっています。現状からみて、農地へ

の復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

続いて５番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 

議案第５０号５番の案件は、申請者○○○○が、申請地 竹田市直入町上田北字立石○○○○ 登記地目 

田１筆 面積６，４８５平方メートルを非農地申請したものです。申請地は、平成３年に夫が亡くなったため

農地として管理ができなくなり、ヒノキを５００本植林し、現況は山林となっています。 

 

議長 

２番 甲斐秀一委員に調査報告をお願いします。 

 

２番 甲斐秀一委員 

５番の案件の調査報告をいたします。現地確認の結果、現況は山林になっています。現状からみて、農地へ

の復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

只今、議案第５０号について、担当委員による報告がありましたが、ご意見、ご質疑はございませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

ないようですので質疑を終結いたします。議案第５０号について、非農地証明書を発行することにご異議な

い方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

 全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。よって、議案第５０号 非農地証明については、これを

承認することに決定します。 



- 16 - 

 

 

議長 

これで、本日提出いたしました議案の審議は全て終了いたしました。以上をもちまして令和８年竹田市農業

委員会 第９回総会を閉会いたします。ご協力誠にありがとうございました。      

（１１時８分） 
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令和８年８月７日 

 

 

 

竹田市農業委員会会議規則第１３条の規定により署名する。 
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署名委員                     
                                          

 

署名委員                     
                          

 


